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【公開日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-014
【出願番号】特願2007-244444(P2007-244444)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月27日(2010.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを圧縮符号化する画像符号化装置であって、
　水平及び垂直方向に複数の画素で構成されるサイズのブロックを単位に、画像データを
入力する入力手段と、
　前記入力手段で入力した着目ブロックについて、ｐ×ｑ画素（ｐ，ｑは正の整数であり
、少なくとも一方は２以上）のサイズのウインドウを単位とし、各ウインドウ内の相対的
に同じ位置の画素データで構成されるサブブロックを生成することにより、ｐ×ｑ個のサ
ブブロックを取得する生成手段と、
　前記ｐ×ｑ個のサブブロックを符号化する符号化手段と
　を備えることを特徴とする画像符号化装置。
【請求項２】
　前記符号化手段は、前記ｐ×ｑ個のサブブロックの符号化データのうち、一部のサブブ
ロックの符号化データを破棄することにより、前記入力手段で入力した着目ブロックの符
号化データを生成することを特徴とする請求項１に記載の画像符号化装置。
【請求項３】
　前記ｐ×ｑ個のサブブロックそれぞれの符号化データのデータ量をＬ（０）乃至Ｌ（ｐ
×ｑ－１）、予め設定された許容符号化データ量をＴｈとしたとき、
ΣＬ（ｉ）≦Ｔｈ
を満たす最大の整数ｉを求め、当該ｉで示される個数に相当する前記ｐ×ｑ個のサブブロ
ックの符号化データを、前記入力手段で入力した着目ブロックの符号化データとして出力
する出力手段と
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の画像符号化装置。
【請求項４】
　前記符号化手段は、
　前記ｐ×ｑ個のサブブロックをＳＢ（０）、ＳＢ（１）、…、ＳＢ（ｐ×ｑ－１）と定
義したとき、
　先頭のサブブロックＳＢ（０）はそのサブブロック内の画素値のまま符号化し、
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　着目サブブロックＳＢ（ｋ）（ｋは正の整数）を符号化する際には、着目サブブロック
ＳＢ（ｋ）内の各位置の画素値と、先行するサブブロックＳＢ（ｋ－ｊ）（ｊは正の整数
）内の相対的に同じ位置の画素値との差分を算出することで、サブブロック差分情報ＳＢ
’（ｋ）を生成し、生成したサブブロック差分情報ＳＢ’（ｋ）の各画素位置の差分値を
符号化する
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像符号化装置。
【請求項５】
　前記出力手段は、サブブロックＳＢ（０）からサブブロックＳＢ（ｉ）までに相当する
符号化データを出力することを特徴とする請求項４に記載の画像符号化装置。
【請求項６】
　画像データを圧縮符号化する画像符号化装置の制御方法であって、
　入力手段が、水平及び垂直方向に複数の画素で構成されるサイズのブロックを単位に、
画像データを入力する入力工程と、
　生成手段が、前記入力工程で入力した着目ブロックについて、ｐ×ｑ画素（ｐ，ｑは正
の整数であり、少なくとも一方は２以上）のサイズのウインドウを単位とし、各ウインド
ウ内の相対的に同じ位置の画素データで構成されるサブブロックを生成することにより、
ｐ×ｑ個のサブブロックを取得する生成工程と、
　符号化手段が、前記ｐ×ｑ個のサブブロックを符号化する符号化工程と
　を備えることを特徴とする画像符号化装置の制御方法。
【請求項７】
　前記ｐ×ｑ個のサブブロックそれぞれの符号化データのデータ量をＬ（０）乃至Ｌ（ｐ
×ｑ－１）、予め設定された許容符号化データ量をＴｈとしたとき、
ΣＬ（ｉ）≦Ｔｈ
を満たす最大の整数ｉを求め、当該ｉで示される個数に相当する前記ｐ×ｑ個のサブブロ
ックの符号化データを、前記入力工程で入力した着目ブロックの符号化データとして出力
する出力工程と
　を備えることを特徴とする請求項６に記載の画像符号化装置の制御方法。
【請求項８】
　コンピュータが読み込み実行することで、前記コンピュータを請求項１乃至５のいずれ
か１項に記載の画像符号化装置の手段として機能させることを特徴とするコンピュータプ
ログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像符号化装置及びその制御方法並びにコンピュータプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は画像の符号化技術に関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
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　この課題を解決するため、例えば本発明の画像符号化装置は以下の構成を備える。すな
わち、
　画像データを圧縮符号化する画像符号化装置であって、
　水平及び垂直方向に複数の画素で構成されるサイズのブロックを単位に、画像データを
入力する入力手段と、
　前記入力手段で入力した着目ブロックについて、ｐ×ｑ画素（ｐ，ｑは正の整数であり
、少なくとも一方は２以上）のサイズのウインドウを単位とし、各ウインドウ内の相対的
に同じ位置の画素データで構成されるサブブロックを生成することにより、ｐ×ｑ個のサ
ブブロックを取得する生成手段と、
　前記ｐ×ｑ個のサブブロックを符号化する符号化手段とを備える。
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